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鉱離職者が流入して、年間 4 万人というペースで人口が急増していった。1970 年には人
口が 100 万人を超え、1972 年に政令指定都市に移行、現在の人口は 200 万人に迫ってお




















写真 3 のように数十 cm 程度の大きさであった。 
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同墓地は札幌市としては歴史ある墓地の一つであり、1980 年時点で敷地面積約 1 万 4000



























完了した墓地はわずか 2 カ所にとどまっていた。そこで 1976 年（昭和 51）、「墓地整備
10 か年計画」は「新札幌市長期総合計画」のなかへと継承された。そこでの墓地移転改




で大小 60 カ所以上を数えた。しかしそのうち、図中の×印で示した市営共同墓地計 16
カ所は、全て戦前から戦後にかけて移転・廃止された。その移転先は、ほとんどが市郊
外にある大規模な市営霊園（図中●印）であった。この移転事業により、市内の墓地数

















表 1	 札幌市における墓地の分類と墓地数等（市営霊園・民営霊園・寺院墓地は 2015 年、市営
共同墓地は 1997 年のデータ。筆者作成） 
分類 数 名称 面積（㎡） 区画数 開設 
市営霊園 3 
平岸霊園 276,939 12,512 昭和 16 
里塚霊園 661,996 26,200 昭和 41 
手稲平和霊園 78,695 2,901 昭和 48 
民営霊園 3 
真駒内滝野霊園 1,800,473 70,412 昭和 56 
藤野聖山園 325,541 14,586 昭和 56 

















20 略	 ※なお札幌市内の全寺院数は 261 カ寺 ― ― 明治～ 
 
 

















名 290 名分と合わせて提出した。市議会はこれを即採択し、5,000 基をゆうに超える墓を




ていない者が多く、連絡がとれた使用者が 3 割にも満たなかったためである（墓主 4,524
名のうち 1,462 名）。市は住民票や戸籍等による追跡、看板や新聞記事での呼びかけなど
により、一人ずつ地道な調査を進めるしかなかった。遅々として着手されない移転事業




以上の経緯をまとめると下記表 2 のようになる。 
 






1960・昭 35 豊平墓地周辺住民が市議会議員へ豊平墓地移転を陳情 
1961・昭 36 豊平連合町内会と市議会議員 4 名が、市議会に対して「豊平墓地移転に関する
請願」を署名 290 名分と合わせて提出。同請願は即採択され、市議会は 8 カ年
計画を策定 
1963・昭 38 豊平墓地使用者の所在確認作業開始。墓地台帳をもとに確認したが、連絡がと
れた者は 3 割未満 
1966・昭 41 豊平連合町内会が再度市議会へ豊平墓地移転を請願 
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1976・昭 51 「墓地整備 10 か年計画」を「新札幌市長期総合計画」へ継承。墓地 11 カ所廃
止、総数約 1 万基という墓の移転で、予算総額は 60 億円超の規模 
 
３．２	 豊平墓地移転をめぐる対立	 
	 住民の最初の陳情から 15 年という月日が経ち、実現に向かうはずの豊平墓地移転改葬
事業であったが、以下ではそれをめぐって生じた対立の様相について時期を追って述べ
ていく。 



















声」1977 年 10 月 19 日、以下下線筆者） 
わが家も祖父が開拓使とともに本道に渡り、五代にわたり骨を豊平に埋めています。
……本道開拓の「大いなる記念の地」として残し置かれるよう、市当局と付近住民





を痛感するのです（同 1977 年 10 月 29 日） 
祖先たちがあまたの辛苦の中を生き、あまつさえ、そこの土に戻らんと心に決めた
であろうことを思う……後から住みついた者たちが古臭い墓地を邪魔もの扱いにす





していただきたい（同 1981 年 9 月 19 日） 
理由が、あいまい、軽薄で、霊の尊厳を傷つけるだけではないか……歴史的背景を
無視し、百年にわたる聖域を踏み荒らし、霊の永眠を妨げることは理解出来ません。



















	 	 	 墓地移転を要請	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 墓地移転に反対 
 
 
















































































された。豊平墓地移転改葬事業は、8 カ年（準備 2 年、工事 5 年、整理 1 年）、総計 37
億 9,597 万 9,000 円をかけて完結した。経過をまとめると表 3 のようになる。 
 
表 3	 豊平墓地移転事業に関する年表② 
1977 頃～ 豊平墓地移転改葬事業への批判が北海道新聞投書欄などに掲載され始める 
1980・昭 55 豊平墓地全使用者の確認作業終了。約 18 年を要した。そして札幌市は、豊平墓
地使用者にとっての条件を改善し、札幌市長名義で「札幌市豊平墓地の移転計
画について御協力のお願い」を全使用者に発送 
1982・昭 57 豊平墓地移転改葬工事開始 





















か。以下ではまず、かつて豊平墓地の使用者で移転を経験した 2 名に対し 2015 年 4 月に
実施したインタビュー内容をみてみたい。 















お墓はどこも遠いから。年に 2 回くらいは墓参りしている。 
 
次にあげる B さんは、札幌市北区に居住する 81 歳の女性で、夫と死別している。移
転事業では夫方の家の墓を移転した。聞き取りで得られた内容は以下のとおりである。 
 




















写真 4（2015 年 6 月問芝撮影、於里塚霊園、以下同じ）	 	 	 	 	 	 写真 5	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  










































































1 ［問芝 2015］。 
2 ［豊平区役所市民部総務企画課広聴係編 2002］。 
3 ［札幌市衛生局衛生管理部 1985：4］。 
4 ［藤井 1974：154-175］。 
5 2013 年の厚生労働省統計調査によれば、全国主要都市の墓地数は人口順に、横浜市（371 万人）は 2,677
カ所、大阪市（269 万人）は 682 カ所、名古屋市（228 万人）は 688 カ所、札幌市（194 万人）は 43 カ






6 札幌市の推計では、現状の民営霊園による供給で今後 20 年以上は供給可能と見込まれる
（www.city.sapporo.jp/somu/shiminnokoe/citi_enq/h2702/documents/h27-2_2-5.xlsx、2016 年 2 月 15 日確認）。 













を建立する 札幌市長 板垣武四」（手稲平和霊園内、厚別墓地移転記念碑、札幌市長名義）。 
11 札幌市石材協同組合において 2014 年 7 月聞き取り。 
12 ［札幌市豊平墓地移転委員会 1988：240］。 

















（といしば・しほ	 筑波大学大学院人文社会科学研究科 哲学・思想専攻  
／日本学術振興会特別研究員DC） 
